
２０１１．５．３～５．５ 春合宿 山行記録 

 

栂池～白馬隊 

CL：蛭田  

メンバー：野呂 太田 上条 河井 永田 

行動予定：１日目 栂池ヒュッテ～天狗原～乗鞍岳～白馬大池 

     ２日目 白馬大池～小蓮華山～白馬岳～大雪渓～猿倉 

 

記録 １日目 

行程 栂池ヒュッテ～天狗原～乗鞍岳～白馬大池 

天気 うす曇 無風 

気温 不明 

 ２日２４：００過ぎに習志野を出発し５：３０に栂池スキー場ロープウェイ乗り場到着。 

 ８：３０よりゴンドラ・ロープウェイが営業開始。駐車場で販売している地元産ドライフルーツが絶品。 

９：００栂池自然駅を出発。大体１時間で２００メートルずつ高度を上げる。春の粗目上の雪、湿った空気

に針葉樹や這松の香りがする。すっきりとしない天気だが新潟方面では妙高から雨飾りまで、足元

にはふもとの町も見渡すことができる。反対側ではおととい雪崩のあった大雪渓のデブリがよく見

える。天狗原を越えたあたりからは雪が緩み始めしばらくは歩きやすい。初めて重い荷物を背負う、

という河井さんもテンポ良くついていく。 

１１：４５乗鞍岳に到着。堂本夫妻らに偶然再会し大休止。堂本夫妻らは蓮華温泉方面へ下り雪倉、翌日は

金山沢をスキーで滑るそうだ。 

１２：３０に白馬大池に到着し小屋から離れたところにテント設営を開始。小屋周辺には３パーティほど。 

１５：００宴会開始。食当は太田さん。野呂さんの余興を楽しみつつひたすら肉を焼く。 

食事メニュー 餃子（生）一人３個 

        焼肉（ラムの野趣風味、豚トロ塩葱、鳥胸カレー風味、豚の味噌漬け牛カルビとにんにく

の芽焼き）一人３００ｇ強 

        ごはん  

        スイーツ（青森産りんご） 

１９：００就寝 

３日１２時の天気図では日本の西に高気圧、南西に低気圧があり、低気圧がゆっくり東に進んでいるため、 

４日は低気圧が抜ければ高気圧に覆われ晴れるだろう、と予測した。 

 

記録 ２日目 

行程 白馬大池～小蓮華山～三国境～小蓮華山～白馬大池～乗鞍岳～天狗原 

天気 うす曇のち高曇り 北から強風 

気温 不明 

４：００起床 天ぷらそばに南部せんべいを加え各自煮込んで食べる。前日に水を作っていなかったため調 

理に時間がかかり、出発が予定より３０分遅れる。 

６：３０白馬大池を出発。アイゼンをつけ締まった雪を歩く。 

７：３０高度２６３０ｍ 

８：３０高度２８００ｍ 以降強風にて記録できず。出発して３時間余り、三国境まで歩くが風が朝方より 

ますますひどくなる。合羽が風にあおられてびりびり鳴り、慣れない河井さん・永田が転倒。２人とも起 



き上がるのに苦労する。CL の指示にて撤退を開始した。動かないと寒く、オーバー手袋、目で帽などの 

防寒が必要。 

１２：３０高度２６００ｍまで下がり大休止。水筒の水が凍っている。風のやむ気配なし。 

１４：３０乗鞍岳を超え天狗原の祠周辺の這松帯にてテント設営。山にさえぎられ無風に。心から安心する。 

 １６：００宴会開始 昨日と同じ余興を野呂さんが楽しげに披露。本日は野菜も肉も盛りだくさんだが一番

人気はアスパラときのこ炒めとりんごだった（個人的に）。 

  食事メニュー アスパラベーコン巻き １人１本 

         茄子とピーマンのマヨネーズ焼き。時々和風。たくさん。 

         森のきのこのワイン炒め。たくさん。 

         ハムステーキチーズのせ １人１枚強 

         ミルクたっぷりクリームシチュゥ  

         スイーツ（青森県産りんご） 

 ２０：００就寝 夜中のテント周辺の足音を複数人きいているが誰も正体は確認していない。 

 

記録 ３日目 

 天気：晴れ 無風 

 ４：００起床 前日たどり着けなかった炒飯と南部せんべいを加えたわかめスープ。 

 ６：００天狗原を出発 

 ７：００栂池自然園駅に到着。 

時間があるため栂池ヒュッテに無理を言ってコーヒー頼みテラスでいただく。 

 ９：００栂池スキー場ロープウェイ乗り場着 

 １１：００木崎湖温泉を出発し各渋滞にはまる。追突などの軽い事故を３件ほど目撃。渋滞時の運転交替は

早めがいいことを実感する。 

 １９：００習志野着 

 

                               記録  永田（智） 

 

個人的な感想 

 山の会での縦走は初めてでしたがゆっくりでもついていくことができ、歩くことを楽しむことができました。 

今回のように強風の稜線を歩くことは私にとっては怖かったのですが他の方が普通にスタスタ歩くのを見た

り、蛭田さんの笑顔や野呂さんのルンルン、太田さんとの不思議な会話が私に平常心を保たせてくれ、結果的

に怪我なく降りてこられたので良い経験になりました。もう少し私に歩くスキルがあれば山頂に行けたのかな

ぁ、と思うと他のメンバーに申し訳ない気もします。夏の白馬や他にも色々な山を歩くことで技術も体力もつ

けてまた春の白馬にいきたいと思います。 

 

 

 

 


